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「NPO による緊急雇用応援全国ネットワーク」事業概要 

   
１．事業名 「NPO による緊急雇用応援全国ネットワーク事業」 

（愛称：わかりやすく親しみやすい愛称をつける） 
 
２．目 的 無料職業紹介所の資格を持つ NPO 中間支援組織等が、緊急性を帯びてきた雇用の

課題に合わせ、特色ある就業相談やマッチングまたはコミュニティ・ビジネスのよ

うな地域課題を解決する起業ができるよう研修や総合支援を全国のネットワークを

通じて行う。 
 
３．構成団体 
   NPO 法人 NPO 事業サポートセンター        東京 
   NPO 法人 市民福祉団体全国協議会         全国 
   社団法人 長寿社会文化協会（WAC）        全国 
   NPO 法人 地域創造ネットワーク・ジャパン     全国 
   NPO 法人 ユースポート横浜            神奈川 
   NPO 法人 G－NET                立川 
   NPO 法人 「育て上げ」ネット           東京・埼玉・大阪 
   NPO 法人 コムサロン 21              兵庫姫路 
   NPO 法人 明石 NPO サポートセンター       兵庫明石 
   NPO 法人 しゃらく                兵庫神戸 

NPO 法人 コミュニティ・サポートセンター神戸   兵庫神戸 
NPO 法人 シンフォニー              兵庫尼崎 

   NPO 法人 宝塚 NPO センター           兵庫宝塚 
   
   ＊予定呼びかけ先  わくわくサポート三鷹 
             労働者福祉協議会 徳島 
             労働者福祉協議会 山形 
             労働者福祉協議会 静岡 
             他に無料職業紹介所資格を持つ非営利セクターの団体 
 
４．代表幹事  

・NPO 法人 NPO 事業サポートセンター 専務理事 池本修悟 
 主に、東日本の取りまとめと連絡・情報発信全般 

・NPO 法人 コミュニティ・サポートセンター神戸  理事長 中村順子 
    主に、西日本の取りまとめと団体間調整 

＊東西の 2 代表制とする。 
 
５．事業内容 

① 就業相談 
② 就業マッチング 
③ CB などの起業支援 
④ 新しい職域開拓 
⑤ 新しいワークスタイルの開発 
⑥ 働き続けるための支援 
⑦ 緊急寄付の募金活動 
⑧ WEB サイトによる情報発信 
 

６．事業の特色 
・NPO らしい多様な働きを、多様な分野と全国ネットワークで提供できる。 

  ・ハローワークでの正規雇用就業だけではない、その他の求人や求職も扱う。 
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  ・求人・求職、双方の聴き取りを丁寧に行い納得のいくマッチングを行う。 
  ・2・3 人一組派遣など新しい雇用形態の開発も行う。 

・地域課題を解決する新しい職域を積極的に開発し、起業や就業を促進する。 
・介護労働や農林業への転換を促進する。 

  ・就業や起業に必要な研修を適宜実施する 
  ・求人情報は全国ネットで提供し、また求職情報についても本人確認のもと全国ネットで対

応する。 
 
７．当面のスケジュール 
  1/21   兵庫県 6 団体による合同求人、相談開始 
  1/21   WAC 求人・求職マッチング開始 
  1/30   経産省に「地域連携型雇用情報提供事業」コンペ応札 
  2 月上旬 コンペ結果発表 
  2/19   「NPO による緊急雇用応援全国ネットワーク事業」発足 
  2/19   WEB サイトアップ 
  2/20.21  兵庫県 6 団体による合同緊急相談会開催 
 
８．発 足 2009 年 2 月 19 日をもって設立する 
      それまでは、「NPO による緊急雇用応援全国ネットワーク事業」準備会とする 
 
９．事業期間 緊急雇用創出事業終結時まで 
 
10．事業経費 助成金・寄付金・自己資金をもってあてる 
 
11．検討事項 

①情報伝達ルートとして、構成団体の ML 構築 
②共通書式の確認 
③研修事業の共有 
④起業ノウハウの共有 
 

 
 
兵庫県の情報提供 
  ■緊急雇用応援プロジェクトについて 

     ・新聞、ＮＨｋの反響：6 団体とも約１０～２０件の問い合わせがあった。 

     ・東京のサポートセンターとも連携して全国レベルにしていきたい（村上） 

     ・２月２０日・２１日の合同就職相談会の方法については、会場のレイアウト、起業セミナー、受付

の仕方、来場者多数の場合の誘導方法、相談内容等について協議。詳細は、今後阪神南下

枝さんの指揮の下、詰めていく。 

     ・雇用交付金について（兵庫県 藤島） 

      各生きサポで新たに２名以内、６ヵ月未満の雇用をし、交付金の８割以上を人件費として使用

する。今年度３月スタート（２月でも可）で３年計画。 

      条件：ハローワークを通じて雇用、生きサポと雇用契約を結ぶ、失業者の証明が必要 

      予算額：平成 20 年度 590 万円/6 生きサポ 

平成 21 年度 3,400 万円/6 生きサポ 

（約 570 万円/1 生きサポ 内人件費、450 万円/2 名） ⇒後日、正式に発表される。 

   ■来年度の生きサポについて（兵庫県 藤島） 

     ・2 月下旬の県会後に発表。平成 20 年度並みの内容で動いています。 

     ・ふるさと交付金事業が 4 月からスタート。対象地域：但馬、丹波、淡路（現在生きサポのない地

域）。コンペあり。 


